
【中学校 理科】 

全国学力・学習状況調査 今治市の各教科調査結果の特徴 

１ IRT（Item Response Theory:項目反応理論）等について 

IRT とは、国際的な学力調査や英語資格・検定試験で採用されるテスト理論です。この理論を使うと、異な

る問題から構成される試験・調査の結果を、同じ尺度で比較できます。 

IRT スコアとは、IRTに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500 を基準にした得点で

表すものです。 

IRT バンドとは、IRT スコアを１～５の５段階に区切ったものです。３を基準のバンドとし、５が最も高いバンド

となります。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

本市の中学校理科の IRT スコア 496 で、全国の IRT スコアと比べ▼７ポイント、県の IRT スコアと比べ▼３

ポイント下回りました。IRT バンドの５段階の４・５に占める割合は県・全国よりもわずかに上回っています。しか

し、５段階の１・２に占める割合が県・全国より上回っており、基準の３の割合は県・全国より少ないため、二極

化の傾向が見られます。 

 

２ 特徴が見られた問題 

１(2)は、身の回りの事象から生じた疑問や見

いだした問題を解決するための課題を設定できる

かどうかをみる問題です。本市の平均正答率

（38.4%）、全国の平均正答率（46.2%）、県の平均

正答率（42.8%）となり、全国、県の平均正答率を

下回りました。 

１（6）は、科学的な探究を通してまとめたもの

を他者が発表する学習場面において、探究から

生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに

着目した振り返りを表現できるかどうかをみる問題

です。本市の平均正答率（71.1%）、全国の平均

正答率（79.4%）県の平均正答率（72.7%）となり、

全国、県の平均正答率を下回りました。 

また、どちらも記述式の問題であり、無回答率

が 10%を越えています。 

 

３ これからの学習に当たって 

記述式の問題においては、問題の答え方とし

て適切ではない表現で回答をしている生徒が

10%～20%おり、全国、県よりも割合が高かったで

す。問われていることに対する答え方を身に付け

ていくために、課題について観察や実験をして調

べた後の振り返りの活動を重視して取り組んでいく必要があります。振り返りの際には、話型を示すなど、考え

るための視点を明らかにして支援を行うことも有効な手立てとなります。観察や実験などの体験を通した学び

において、しっかりと振り返りを行い、感じたことや考えたこと、新たに生じた疑問などについて言語化していく

ことを繰り返すことで、科学的に探究する力を育てていきたいと考えています。 
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